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日時 :2002年 ( 平成14年) 1月 1 1日 (金) 令:50- 18:00
場所 : 千葉大学 けや き会館
｢水文過 程 の リ モ ー トセ ン シ ン グとそ の 応用 に 関す る ワ ー ク シ ョ ッ プ+
第 3 回を開催 し て
地球科学技術フ ォ ー ラム 地球観測委員会
水文過程サイ エ ン ス チ ー ム 主査 近藤 昭彦
(千葉大学環境リ モ ー トセ ン シ シグ研 究セ ン タ ー)
1998 年 と 200 年に引き続き 3 回目 の 開催とな っ た ワ
ー ク シ ョ ッ プで あるが ､ 今回ま
で に 54 件もの 発表 が行われ ､ 水文過程に関す る広範な議論 が行われた . 今回 は 21世紀
最初の 開催となり ､ 時代 の変換点にもあたる｡ そ こ で ､ これ らの 成果 を どう取りまとめ
たらよ い か , また ､ 今後の 水文過程 の リモ ー トセ ン シ ン グの あり方に つ い て 考えて みた｡
1990年 代は 地球衆境闇題の重要性が静諭された時代で あ っ た｡ 地球温硬化も観測事実
と して 認 められ るよ うに なり , 国境を越 えた大気汚典や オ ゾ ン ホ
ー ル の 拡 大は世界の 人
々 を驚か せ た｡ 90年代後半にはグロ ー ′くル チ ェ ン ジの 行 方が人 間生活に関わる切実な問
題と して 静織された｡ 世界中で 同･じ ような背景 の 下 で多発 して い る 水問題 も食糧問題と
も関わり ､ 地球社会 の 将来にも関わ る重要な問題と して ク
■
ロ
ー ズ ア ッ プされ てき た｡ 科
学 の 成果 も グ ロ ー バ ル チ ェ ン ジの メ カ ニ ズ ム 研究だけで なくリ
ー ジ ョ ナ ル な影響評価が
求められ る時代に変化 してき た｡
リ モ ー トセ ン シ ン グの観点からこ の 10年 間 を振 り返 る と､ JERS･1､ ADE O S-Ⅰ､ T R M ､
AST ER
'
と い っ た 日本の 衛星 ､ セ ン サ ー が地球環境観測をリ ー ドした 時代で もあ っ た｡ し
か し､ バ ブ ル崩壊後､ 日本 は不況 の 嵐に巻き 込まれ ､ 莫大な費用をか けて行 われる衛星
開発と運用 に 対 して 具体的な成果, 社会に還 元 でき る成果を提示するこ と が要 求され て
い るo
で は ､ 具体的 な社会 に 選元 で き る成果と は何だろう か o リモ
ー トセ ン シ ン グデ ー タ は
地表面 か らの 電磁波の 反 射 ､ 放射 の 強 さ を画像化 したも の に過ぎな い ｡ しか し ､ そ こ に
は地表面 の種類､ 状態 に 関す る情報が含まれ て い る o 繰り返 し観測で き る の で 変化もわ
か るD す なわち , 地表 面 の 多様性 ､ 空間性 ､ 物理性 ､ 時間性 に 関する情報が含まれ て い
る ｡ こ れ らの 情報の 中か ら特定の問題 に対 して有益な解答を得る に は ､ フ ィ
ー ル ドの 知
をも っ と注 ぎ込 め ば良い の で は ない か と考えて い る｡
リ モ ー トセ ン シ ン グデ ー タ の 画像情報の 中 に は経験的知識 に基 づき 判読で得られ る情
報が希め込まれ て い る ｡ また ､ 画像解析 で得られた物 理量 の 意味も フ ィ
ー ル ドにお ける
経験を駆使す る こ とに よ っ て解釈が可能に なる場合も多い だろうo したが っ て ､ 21世 紀
最初 の仕事と して フ ィ ー ル ドの 知 を集積する 知識 ベ
ー ス の 構 築が必要 なの で は な い だろ
ぅか と考えた ｡ 顕在化 して き た環境閤窟と地球人 口 の増大か ら判 断すると ､ 21世紀は 人
類 に と っ て試練の 時期 に なる ように 思 う｡ こ れ に対処す るた め に ぱ
'
賢明な管理
'' がま
すます必 要 となる だろう . そ の た め の 知 の 集積を進 めな けれ ばならない o
社会に 還元 で き る成果 が生 み 出され たと した ら ､ それ は地域の 経験 的知識 と して 活用
され るだ ろう｡ しか し ､ それ は 地域の 事例 と して 埋も れて い くも の で は なく ､ 潜在的価
値を持 っ た重 要な情報 で ある ｡ そ の ような情報をグ ロ
ー バ ル な視点 あ る い は国 際社会 の
中で 価値付け る に は空間情報デ ー タ ベ ー ス と して 蓄積すればよ い o 地 域社会 に 貢献 でき
る成果をグ ロ ー バ ル ス ケ ー ル の 空 間情報 の中に位置付ける こ と によ っ て 問題 の 性格が 明
瞭に な る と同時 に ､ 他 の 地域に お け る手法 の 利 用可能性も検討可能 に な る ｡ こ の よう な
仕組み に よ っ て 国際的 に貢献 可能な知識 ベ ー ス の 構築が 可能となる だろう｡ ･
か つ て は ､
..T hink Globally, Act Localy
”と言 われ たが ､ グ ロ ー バ ル と ロ ー カル を考える
と き に は視点 を変えなければならな い o グ ロ ー バ ル で 重要 な視点と ロ ー カ ル で 重 要 な視
点は 異 な っ て い る か らで あ るo とは い え ､ 両者は別 々 に存在す る の で は なく ､ ロ ー カ ル
は グ ロ ー バ ル の 一 部で ある Q た だ し､ グロ ー バ ル の 中 に多数 の ロ ー カ ル が あり ､ ロ ー カ
ル に は 地域性が存在 し ､ ロ ー カ ル 同志 の 相互作用もあ る o グ ロ ー バ ル と ロ ー カ ル は 支配
方程式は 同 じか も知れ な い が ､ パ ラメ タリゼ - シ ョ ン が両者で は異なる の で ある c こ の
ような世界 の 認識 の もとで 知識 ベ ー ス の フ レ ー ム ワ ー ク を構築 し､ そ こ に索過 穂研究､
地域研究 の成果を埋め込み ､ 比較水文 学研究を行う仕組みを構築 して お けば 21世紀の水
問題は乗り切れ る の で は ない か ? こ のような考えを巻末 の 小論 に纏めた ｡･ ご批判頂けれ
ば幸 い で ある c
水文 過程 サイ エ ン ス チ T ム の 括動 に あた っ ては ､ 宇 宙開発事業団､ ( 社) 資源協会地球
科学技術推進機構 ､ (社) 土木学会水直垂具会､ 水文 ･ 水 資源学会 に は 大変お世話 に な っ
た｡ また ､ ワ ー ク シ ョ ッ プ の 開催は千葉大学藻境リモ ー トセ ン シ ン グ研究 セ ン タ ー の 共
同利用研究 の 支援を受けた ｡ こ こ に記 して感謝の意を表す る とと もに ､ 今後 の ご支援も
お願 い した い ｡
2002年 1月
ii
序 - - - 水の 世紀とリ モ ー トセ ン シ ン グ ー -
1998年､ 2boo 年と開催 してきた ｢水文過程の 1) モ ー トセ ン シ ン グとその 応用 に関する
ワ ー ク シ 声 ツ プ+. が ､ こ の 2002年も実施で き る こ とになり ､ た い - ん 喜ば しく存 じて い
ます o 地球規模の 環境問題 ､ 水 問題 が大変 重要 な こ と は広く常識 され て きて お り ､ 色々
な大型研 究プ ロ ジ ェ ク トが水科学 ､ 水循環 と い っ た分野で 実施 されて います｡
リ モ ー トセ ン シ ン グの 分野 も例外 で なく ､ 統合地球観測戦略 (IG OS) に お い て も , 也
界的 な水 問題 の 重要性に鑑み ､ 水循環テ
ー マ を新規殊題 と して 採 択 しま したo こ の テ ー
マ に より , ｢水循環に よ っ て駆動される気候 シ ス テ ム の 物理的な基礎事項 に関する理解を
深 め る こ と により ､ 水循環 に関する不確実性を低減 したり ､ 降水量や 水資源 の 予測 を改
善するの に役立 つ ような統合的な水循環観測シ ス テ ム の 開発+ を目標 と して い ます(土O OS
の パ ン フ レ ッ トよ り)｡ CEOS､ ICSU, UN ES C O､ W MO､ FAO､ WC RP､ G T O S､ IG B P
な ど世界の 13 組織が こ の IO O S にお い て パ ー トナ ー シ ッ プを強化 して い ますの で , それ
らに 関わり ､ か つ リ モ ー トセ ン シ ン グに関わ っ て い る我 々 と して もそ の 動向 に は大 い に
注目 して おく必 要が あります｡
wcR P(世界気候研究計画) に よ っ て 提案された協調観測強化期間 (C R OP) は ､ 水文
過程 サイ エ ン ス チ ー ム の メ ン バ
ー で もある小 池俊雄氏 (東大･ 工学研究科教授) の リ ー
ダ ー シ ッ プによ っ て 実施され つ つ ありますが ､ こ の CEO Pも IG OS の 水循環テ
ー マ の重
要な先導プ ロ ジ ェ ク トと位置づ けられて い ます｡
大気 ･ 海洋 ･ 陸域 の 様子 を グロ ー バ ル に総合的 に観測する手だ て は , ま さにリ モ
ー ト
セ ン シ ン グ しか あ りませ ん ｡ しか しなが ら､ か なり色 々 な衛星や セ ン サ
ー が開発 され軌
道に乗せ られ たと
■
は言 え ､ 今 の と こ ろ 限 られ た個数の衛星で ､ 限らFLた種類の セ ン サ ー
で は , 寛候 シ ス テ ムや水循環 シ ス テ ム の解明 ､ 不確実性 の低 敵 陣水量や水資源 の 予軌
に直接的 に 貢献する こ と は難 し い と言 わ ざる を得ませ ん ｡ 集中的地上観測 の 実施 と ル
ー
チ ン観測 によるそ の 補完､ 観測デ ー タ の 時間的 ･ 空 間的続合 (4次元 剛ヒ)､ 数値シ ミ ュ
レ ー シ ョ ン モ デル の 開発 な どとリ モ ー トセ ン シ ン グとが , まさに協調 し合 っ て こ そ , こ
の よう な水 に関わ る重要 な課題 の 解決 に向けて大きく進展 していく こ とに なるで しようq
幸い な こ と に ､ そ の ような研究を推進する気 運 (研究費の 面も含 めて) は高まり つ つ あ
ります ｡
私 事 で 恐 縮 で す が ､ 私 自 身も tm ESC O の 国 際水 文 学計 画 (IHP) の 第 5 期
(19 6□2001) の 活動に 関わ っ て参 りま した ○ ま た ､ ちょ う どそ の 間に水文過程サイ エ ン
ス チ ー ム の 主査 をさせ て頂きま した｡ Ⅰ肝 は 今年 か ら第 6 期 (2002 口2007, IHP- Ⅵ) に
入ります o こ の IH P- V I のなか で も グ ロ
ー バ ル な水 の 問題 が主要テ ー マ の
一 つ とな っ て お
ります 0 日本の 大学機関と いう立場から､ また ､ UNE SC Oの 研究推進者と い う立場か ら ､
こ の リ モ ー トセ ン シ ン グを有効な ツ ー ル と し つ つ ､ 水循環テ
ー マ に 取り組 ん で 参りた い
と存 じて おります ｡ 各位 にお かれま して も ､ それぞれの お立場 か ら､ 地球 ､ 地域 ､ 都 市､
い ろ い ろ な空 間 ･ 時 間 ス ケ ー ル で ､ 新世紀 の 水 の 問題 を考 えて お られ る こ とと拝察 しま
すc
2年 後 に はまた 第4 回 の ｢水文過程 の リ モ ー トセ ン シ ン グと その 応 用 に 関す る ワ
ー ク
シ ョ ッ プ+ が開催 さ れ る こ と で し よ うo そ の 時 に は ､ こ の ような観 点 か らの ご発 表も
い
ii
く つ か 出て く る も の と期待 して お ります｡ 地球科学技術 フ ォ ー ラ ム ､ 地球観測委員会､
水文過 程 サイ エ ン ス チ ー ム が今後 どの よ うな体制にな っ て い く の か ､ 先 の 見 えな い と こ
ろは あ りますが ､ ･こ れま で培 っ てき た実績と研究ネ ッ ト ワ ー ク は 不滅です し､
うで あれ+我 々 の 進む べ き道 は 自ず と 明 らか で ある と言 えま しょ う o
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体制 はど
